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平成28年度 シラバス 

沖縄県立球陽高等学校 

教科名（国語） 科目名（古典B） 使用教科書（「古典B 古典編・漢文編」数研出版） 単位数（２） 

 

 

教   材 

指導

事項

との

対応 

単 元 目 標 学 習 活 動 

評価の観点 

時 

数 
月 

考

査 

進

度 

関心 

意欲 

態度 

読む 

能力 

知識

理解 

説

話 

十訓抄 

大江山 

イ 

ア 

・古典を読んで、内容を

構成や展開に即して的

確に捉える。 

・用いられている語句の

意味、用法および文の構

成を理解する。 

・和歌の内容と文章の関係

をふまえ、登場人物の心情

を読み取る。 

・和歌にしようされている

表現技法を理解する。 

○ ○ ◎ ４ 

４ 

一

学

期 

 

中

間

考

査 

 

故 

 

 

 

事 

買履忘度 

 

 

漱石沈流 

 

 

 

画竜点晴 

ウ 

ア 

・人間、社会、自然など

に対する思想や感情を

的確にとらえる。 

・どのような態度が批判さ

れているのかを的確に捉え

る。 

○ ◎ ◎ ２ 

ウ 

ア 

・語句の意味、用法及び

文の構造を理解する。 

・発現の面白さについて、

自分なりの考えを形成す

る。   

・反語を理解する 

○ ○ ◎ ２ 

５ 

イ 

ア 

 

・内容を構成や展開に即

して的確にとらえる。 

・「画竜点睛」が、現在

どのような意味で使わ

れているか理解する。 

・張僧繇の描いた竜の絵の

特徴をまとめる。  

・使役の句法を理解する。 ○ ◎ ○ ２ 

歌 

 

物 

 

語 

伊勢物語 

通ひ路の 

関守 

 

 

 

大和物語 

をばすて山 

イ 

ア 

・和歌に込められた心情

について、和歌や文章中

の表現を根拠にして的

確にとらえる。 

・語句の意味、用法を理

解する。 

・第1段落と第2段落の関

係を理解して、登場人物の

心情を考察する。 

・「ぬ」「なむ」の識別を

理解して、現代語訳する。 

○ ◎ ○ ３ 

一

学

期 

 

期

末

考

査 

イ 

ア 

・歌物語に表れた心情に

ついて、的確にとらえ

る。 

・語句の用法および文の

構造を理解する。 

・和歌表現と文章構成をも

とに「男」の心情の推移を

的確にとらえる。 

・助動詞「つ」の用法を理

解する。 

○ ◎ ◎ ４ 

６ 

漢 

 

 

 

詩 

絶 句 

 

 

 

 

 

律 詩 

エ 

オ 

・我が国の文化と中国の

文化との関係について

理解を深める。 

・漢詩の内容や表現の特

色を理解して読み味わ

う。 

・漢詩の構成上、音声上の

規則を理解して、読み味わ

う。 

・漢詩の表現方法や思想が、

我が国の文学に影響を与え

ていることを理解する。 

○ ◎ ○ ３ 

エ 

ア 

・漢詩を読み、その題材

や背景について理解し、

読み味わう。 

・漢詩に用いられている

語句、用法及び文の構成

を理解する。 

・漢詩の内容や表現の特色

を理解して読み味わう。 

・反語、否定の句法を理解

して正確に読み味わうこと

ができる。 

○ ○ ◎ ２ ７ 
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随 

 

筆 

枕草子 

春は 

あけぼの 

すさまじき

もの 

イ 

ア 

・作者の感性や美意識に

ついて、現代のものと比

較しながら読み取る。 

・古典に用いられている

語句の意味、用法及び文

の構成を理解する。 

・『枕草子』について基本

的な事柄を理解する。 

・「すさまじきもの」の対

象をまとめる。 

「せ」の識別を理解する。 

○ ○ ◎ ５ ７ 

二

学

期 

 

中

間

考

査 

史 

 

 

伝 

鴻門之会 

 

 
イ 

ア 

・史伝を読み、場所を地

図で調べてまとめたり、

状況を把握する力を養

う。 

・語句や表現に注意して文

脈をとらえ、登場人物の心

情を読み取る。 

・句法を理解し、現代語訳

する。 

○ ◎ ◎ ３ 

９ 

 

四面楚歌 

イ

オ 

・「四面楚歌」という成

語について、現在どのよ

うな意味で使われてい

るかを理解する。 

 

・漢詩の表現と文章の関係

をふまえ、登場人物の心情

を読み取る。 

・日本語の「四面楚歌」が

歴史的にどのように成立し

たかを理解する。 

○ ○ ◎ ３ 

随 

 

筆 

更級日記 

 東路の 

道の果て 
イ

ア 

・日記文学に表れた作者

の心情にについて、文章

中の表現を根拠にして

読み取る。 

・重要古語の意味を理解

し、古文読解に必要な語

彙力を養う。 

・表現に注意して文脈をと

らえ、作者の物語に対する

心情をまとめる。 

・重要古語、助詞、助動詞

を確認しながら逐語訳を心

掛け、言語感覚を豊かにす

る。 

○ ◎ ◎ ３ 

10 

物 

 

語 

源氏物語 

 光源氏誕生 
 

イ 

ア 

・我が国の古典文学の代

表作を読み味わい、『源

氏物語』への興味関心を

高める。 

・登場人物の複雑な人間

関係や心情を把握する。 

・『源氏物語』文学的価値

を理解し、古典に対する関

心を深める。 

・古典に表れた思想や感情

の特徴、表現上の特色など

について理解する。 

○ ◎ ○ ５ 

二

学

期 

 

期

末

考

査 

文

  

章 

漁夫辞 

 

 

 

 

 

春夜宴桃李園

序 

イ

ア 

・儒家思想家と道家思想

の対比を踏まえ、教材中

の人物の行動について

考える。 

・語句の意味、用法及び

文の構成を理解する。 

・屈原と漁夫の問答につい

て、それぞれの考え方をま

とめる。 

・文章中の対句表現を理解

している。 

○ ○ ◎ ３ 

11 

 

イ

ア 

・内容を本文に即して理

解し、五柳先生の生き方

について考える。 

・対句に注意しながら読

解する。 

・あらすじを把握し、記述

の特徴を読み取り「先生」

の人物像に迫る。 

・対句表現を理解し、リズ

ムある文体の特徴を読み取

る。 

○ ◎ ◎ ３ 

随 

 

筆 

 

方丈記 

 ゆく河の 

流れ 

 

 

 

 

 

ウ

ア 

・随筆に表れた作者の心

情について、文章中の表

現を根拠にして読み取

る力を養う。 

・修辞法を確認しなが

ら、的確に現代語訳する

力を養う。 

 

・「無常」に対する作者の

考えを読み取り、共感した

り、疑問に思ったり、思索

したりする。 

・文章に用いられている修

辞法を理解する。 

○ ○ ◎ ３ 

12  
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徒然草 

 九月二十日

の頃 
ウ

ア 

 

・人間、社会、自然など

に対する思想や感情を

的確にとらえ、ものの見

方、感じ方、考え方を豊

かにする。 

・助動詞の識別や文脈、

文の構造から意味の識

別ができるようにする。 

・作者が心惹かれているこ

とを読み取り、共感したり、

疑問に思ったり、思索した

りする。 

・助動詞の用法を理解して

現代語訳する。 

○ ◎ ○ ２ 

12 

学

年

度

末

考

査 

 

歴

史

物

語 

大鏡 

 南院の競射 

エ

ア 

・歴史物語を読み、登場

人物がどのように描か

てれいるかについて、史

実も参考にしながら読

み取る。 

・古典に用いられている

語句の意味、用法及び文

の構造を理解する。 

・登場人物によって敬語が

使い分けられてることを理

解する。 

・助詞「が」「の」の用法

を理解する。 
○ ◎ ○ ３ 

思 

 

想 

論語 

孟子 

荀子 

老子 イ

ア 

・孔子、孟子、荀子、老

子のそれぞれの人生観、

政治観について理解す

る。 

・古代中国の思想の中

に、現代においても通用

するものの見方や考え

方を見出す。 

・語句や表現に注意して文

脈をとらえ、それぞれの思

想の特徴を読み取る。 

・古典に対する関心を深め、

国語を尊重してその向上に

努める。 

・句法を理解し、正しく現

代語訳する 

○ ◎ ◎ ８ 
１ 

軍

記

物

語 

 

和

歌

歌

謡 

平家物語 

 忠度の 

都落ち 

ウ

ア 

・物語の背景を考慮に入

れつつ登場人物の言動

を丁寧に読み取り、心情

や人物像を考える。 

・「無常観」について理

解し、日本文化に対する

認識を深める。 

・音便や敬語表現、リズム

に注意しながら正しく音読

し、和漢混淆文体を読み味

わう。 

・『平家物語』の「無常観」

について理解する。 

○ ○ ◎ ５ 

２ 

 

和歌 

 

歌謡 ア 

エ 

・和歌とはどのようなも

ので、いかなる効用を有

するものか読み取る。 

・各時代でどのような表

現上の特性を獲得した

のかを理解する。 

・それぞれの和歌の主題と

表現の特徴を探り、時代ご

との特性を合わせて理解す

る。 

 

○ ◎ ◎ ４ 

３ 日

記

文

学 

建礼門院 

右京大夫集 

大原まうで 

 

イ

ア 

・古典を読んで、内容を

構成や展開に即して的

確にとらえる。 

・語句の意味、用法及び

文の構成を理解する。 

・女院の過去の様子と現在

の様子がどのように比較さ

れているかをまとめる。 

・助詞の用法を理解して現

代語訳する。 

○ ◎ ◎ ３ 

 

到達目標を達成できたか 
A（８０％以上） B（６５％以上） 
C（４０％以上） D（４０％以下） 

次学期（次年度）に向けての課題 

 自 己 評 価  
1学期   
2学期   
学年末   
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